
☆両親　裕章・昌子さん
☆両親から　ねぇねと仲良く、元気に、優しく
　大きくなってね！
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文
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ー

▼
五
七
五
わ
ず
か
17
文
字
に
込

め
ら
れ
た
、
世
界
最
小
の
文
学

と
称
さ
れ
る
俳
句
。
冠
句
や
川

柳
も
そ
う
で
す
が
、
自
然
界
の

森
羅
万
象
の
す
べ
て
が
題
材
と

な
り
、
限
ら
れ
た
少
な
い
字
数

の
中
に
思
い
を
込
め
、
作
者
の

意
図
す
る
情
景
が
浮
か
ん
で
く

る
、
誇
る
べ
き
日
本
の
文
化
で

す
ね
。
▼
若
輩
者
の
わ
た
し
に

と
っ
て
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
俳
句
な
ど
の
投
稿
作
品
は
、

知
ら
な
い
漢
字
や
物
の
名
前
な

ど
を
学
ぶ
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
！

日
々
是
勉
強
で
す
。
　
　 

利
光

　
　

▼
義
父
の
墓
参
り
に
和
歌
山
県

の
新
宮
市
に
帰
省
し
て
き
ま
し

た
。
紀
伊
半
島
縦
断
に
力
尽
き

て
、
家
族
旅
行
は
、
今
年
も
こ

れ
で
お
し
ま
い
。
で
も
、
深
夜

立
ち
寄
っ
た
大
台
ヶ
原
で
は
、

び
っ
く
り
す
る
数
の
星
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は

大
喜
び
！
▼
「
思
い
出
は
、
お
金

で
買
え
な
い
も
の
だ
よ
」
っ
て
言

っ
て
く
れ
た
人
が
い
ま
す
。
ど

こ
に
も
連
れ
て
行
け
ず
、
安
く

上
げ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
そ
の

言
葉
ど
お
り
小
さ
な
心
に
ち
ゃ

ん
と
残
っ
た
よ
う
で
す
。
ナ
ベ

　
　

編

集

後

記

せ
と
う
ち
ト
ピ
ッ
ク
ス

幸
運
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呼
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込
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だ
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市
民
大
学
講
座
と
し
て
お
な
じ
み

の
「
村
塾
」
が
、
次
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

▽
月
日
　
11
月
21
日
（
土
）

※
以
降
の
予
定
　
12
月
19
日
（
土
）、

　
平
成
22
年
１
月
17
日
（
日
）、　

　
２
月
21
日
（
日
）、
３
月
21
日
（
日
）

▽
時
間
　
午
後
１
〜
４
時

▽
場
所
　
市
中
央
公
民
館

▽
内
容
　「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
西

　
洋
倫
理
思
想
史
」

▽
講
師
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秀
一
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（
岡
山
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学
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文
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科
学
）

▽
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加
費
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回
６
０
０
円
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福
光
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０
８
６
９
―
２
４
―
０
０
２
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邑
久
町
山
田
庄
に
お
住
ま
い
の
木

下
一
枝
さ
ん
（
瀬
戸
内
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
邑
久
会
所
属
）
が
、

岡
山
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

主
催
の
第
６
回
県
知
事
杯
交
歓
大
会

で
、
見
事
女
子
の
部
の
総
合
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
に
倉
敷
市
水
島
緑
地
福

田
公
園
で
行
わ
れ
た
、
同
大
会
に
は

県
下
の
各
協
会
か
ら
、
１
２
０
０
人

以
上
に
上
る
大
勢
の
人
が
参
加
。

　
女
子
の
部
に
出
場
し
た
木
下
さ
ん
は
、

愛
用
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
を
成
功
す
る
な
ど
、
好
調
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
競
技
中
に
こ

の
ボ
ー
ル
が
真
っ
二
つ
に
な
る
ア
ク

シ
デ
ン
ト
に
遭
遇
。

　
そ
の
後
の
競
技
を
、
初
め
て
使
う

藤
色
の
ボ
ー
ル
で
冷
静
に
続
け
た
結
果
、

ト
ー
タ
ル
57
打
で
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
。

最
後
は
、
プ
レ
ー
オ
フ
の
接
戦
を
制

し
て
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
藤
色
の
ボ
ー
ル
は
、
大
会
当

日
の
朝
、
ご
主
人
の
武
夫
さ
ん
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
も
の
。
ま
さ

し
く
幸
運
を
呼
び
込
む
ボ
ー
ル
と
な

っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
夫
婦
仲
良
く
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
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住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
１
歳
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赤
ち
ゃ
ん
は
写
真
と
両
親
の
名
前
、

赤
ち
ゃ
ん
の
生
年
月
日
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両
親
か
ら

の
ひ
と
こ
と
）
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記
の
上
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は
が
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・
Ｆ
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Ｘ
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メ
ー
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ど
で

市
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画
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し
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さ
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ま
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。

　
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合

は
、
そ
の
旨
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
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。
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。
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